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梅の香りに誘われて、里山のウォーキングが心地よい季節となりました。 

ふと足もとを見ると、土筆や野びる…などの野草に食欲をそそられます。 

最近ＮＰＯ活動に足が遠のいている方も、ぜひお気軽にご参加ください。 

◆ 赤山地下壕 無料ガイド … 毎月第１日曜日 １０～１５時 （豊津ホールにて待機）  
  家族や小グループの来訪者を対象に行ないます。知人の皆様とお誘い合わせのうえ、おいでください。 

戦跡ガイドとしての勉強の場、デビューの場としてもお気軽に参加し活用してください。 

◆ ＮＰＯ連絡懇談会 … 毎月第１火曜日 １８時より夕日海岸ホテルにて  
  ＮＰＯの情報伝達や会員相互の意見交換、交流の場。よりよい組織運営のために、奮ってご参加ください。 

◆ 第１４回里見の道ウォーキング  ～白浜城跡から稲村城跡へ～ 
15 世紀の中ごろ、房総里見氏の祖である里見義実は、太平洋海運の拠点であった白浜に入部し、上杉氏の支配

を受けていた白浜城を取り立てて安房支配のスタートをきったといわれる。やがて安房国府を眼下にする要衝に稲

村城を構築して本城としたが、16 世紀に天文の内乱がおこり、稲村城は廃城となったといわれる。春の里山に、かつ

て里見義実たちが歩いた古道をたずねて里見氏の歴史にふれてみませんか。白浜城跡～稲村城跡の古道を歩

きましょう。募集定員 30 名、予約申込みは中央公民館（0470-23-3111） 

○ 日時：３月12日(日) 集合8:45館山市中央公民館第一駐車場 9:00出発 

 ※ 集合場所から白浜まで、および帰途はバスで送迎があります。昼食は持参してください。 

○ 参加費300円 講師：川崎勝丸氏（千葉県山岳史研究会）   ＝詳細は別紙参照＝ 

◆ 戦跡調査保存サークル （館山地区公民館）  
   館山市中央公民館「ふるさと発見～地図づくり講座」との協働事業で、証言者とともに館山地区内の戦前の

痕跡を探して歩きました。１月は西の浜通り、２月は館山で最初の公園となった北下台（ぼっけだい）にかつて

の日本の遠洋漁業の発祥の地の様子などを訪ねました。３月は、地図づくりのアイデア交換会や、証言者の

話、実際の作図などをテーマに、２回実施しますので、ご都合のいい日にご参加ください。 

○ 日時：３月14･28日(火)13:30～15:30 いずれも館山中央公民館(ｺﾐｾﾝ)学習室 

= Report = 「わたしたちの稲村城跡大発見 ～ 歩いて発見・聞いて発見・話して発見 」  
  ２００６年２月４日（日）、快晴。風の冷たいなか 125 名が参加し、千葉城郭研究会の遠山先生と柴田先生、

ＮＰＯから島田さんと石崎さんを講師に稲村城跡のフィールドワークを行なった。参加者からは、「近くに住ん

でいたけれど、初めて登った」「見晴らしがよく、ここが安房の中心で城があったということがよく分かった」「昔、

ここに人が住み、城をつくったということを想像すると、ワクワクする」などの感想があった。 

  午後は館野小学校体育館で、千城研の柴田・滝川両先生から短時間で分かりやすい講演があり、地域の皆

さんとともに座談会を実施。市長・教育長から、国の指定に向けての動向や地域の誇りを大切にしようというコ

メントがあり、10 年間の保存運動にとっては大きな節目となった。館野地区コミュニティ委員会の山口登会長

からは、「自分の裏山が貴重だということが改めて分かった。子どもの頃には家のそばに堀があった」という新

しい証言もあり、万石騒動関係者の子孫である館野地区連合区長会の生貝治雄会長は「地域の歴史文化を

語り継いでいきたい」と発言。スタッフとして活躍された皆様、たいへんお疲れ様でした。 
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● 映画 紹介 ● 

 『赤い鯨と白い蛇』 監督:せんぼんよしこ（安房南高校出身） 

出演：香川京子、樹木希林、浅田美代子、宮地真緒 

協力：ＮＰＯ法人南房総文化財･戦跡保存活用フォーラム 

＜あらすじ＞  戦時中、館山に住んでいた主人公（香川）が、かつて暮らした家を孫娘（宮地）とと

もに訪ねると、そこには今の住人（浅田）とその前の住人（樹木）が勢ぞろい。かつての恋人であった

若い将校から預かったものを見つけ出そうと、掩体壕、１２８高地の地下壕などあちこちの戦争遺跡を

訪ね歩く。 

館山駅西口のロータリーで、酒井副理事長の運転する「たてやま夕日海岸ホテル」のマイクロバスが

重要な役割を担っているので、お見逃しなく。安房南高校の木造校舎（県文化財）や八幡祭礼などのシ

ーンもあり。公開予定は秋ごろ。上映実行委員会などを呼びかけ、市民向けの上映会を検討中です。 

● ＢＯＯＫＳ 紹介 ● 

『足もとの地域から世界を見る ～ 授業づくりから地域づくりへ』 愛沢伸雄著 

＜１部６００円、取扱店＝松田屋書店･宮沢書店･たてやま夕日海岸ホテル＞ 

・ 館山の「歴史的環境」を見直そう～文化財保存と稲村城跡問題 

・ 市民による「里見氏稲村城跡保存運動」は実った 

・ アジア太平洋戦争のすべてを見ていた航空戦略の拠点･館山海軍航空隊 

・ 花作りを守った人々～花･海藻･ウミホタルと戦争 

・ 「四日間」の直接軍政が敷かれた館山 

・ 「噫従軍慰安婦」の碑は平和を心に刻む 

～日本国憲法「平和主義」を考える 

・ 「黒い商品と白い商品」 ～奴隷貿易にみるアフリカ･アジア･新世界 

・ 生徒会によるウガンダ支援活動 ～学校から地域･世界へ 

・ 江戸時代ハングル「四面石塔」の謎 

～安房からみた日本と韓国(朝鮮)の交流 

・ 地域教材「四面石塔」を活かした現代社会の授業実践 

・ 「いま」あるものを活かした地域づくりを ～ＮＰＯ活動と地域振興 

・ 「安房･地域まるごとミュージアム」構想とＮＰＯ活動   

地域づくりの原点からＮＰＯ誕生の軌跡がわかる本です！ 

 

～太平洋を渡った明治の房総漁師たちを顕彰する日米親善交流の続編～ 

米国西海岸と南房総とのスペシャルな関係を探る旅 

サンディ・ライドン氏とめぐるサンタクルーズとモントレーの旅９日間 
 

期間：４月２７日（木）～５月５日（金）  料金：２２９，０００円（空港税等は別途） 

前回来日した参加者宅にホームスティ（民泊）、ホテル泊希望者は追加料金 

アワビ･シンポジウムに参加のほか、ライドン氏のガイドにより、 

コダニ・ビレッジ（アワビ移民の日系人村跡）や戦争遺跡などをオプショナルツアーで見学。 

資料請求・問合せ：ニッテツトラベル（篠原）0439-80-2080 

オーシャンクィーンプランニング（溝口）0470-23-3394 
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会員の皆様へ 

ＮＰＯ法人 南房総文化財・戦跡保存活用フォーラム 

理事長 愛沢伸雄 

＝ 通信費納入のお知らせ ＝ 
設立した当初から会費は無料ということで、誰もが気軽に入会できる趣旨でＮＰＯ運営をすすめてまいりました。

ただ、加入していただいた方々の会員継続の意思確認がされぬまま、会員登録になっていることは問題ではない

かということが指摘されましたので、昨年より会員向けニュースレター「ＮＰＯフォーラムだより」を発送する通信費（年

間 1,000 円）をお支払いいただくことで、会員登録や会員継続登録の確認とする旨をお知らせしてきました。今回

は、年度替わりにつき、振込み伝票を同封させていただきますので、登録の手続きをよろしくお願いいたします。 

なお、館山地区公民館戦跡サークルに加入の方には、ＮＰＯニュースにて「サークル」情報をお送りするため、

通信費は共通とさせていただいております。新規に加入希望の場合は、振込み伝票の通信欄にご記入ください。 

旧年度の振込みがお済みでない場合は、2 年度分（2,000 円）をお願いいたします。また、ご夫婦会員の場合

は、送付情報を 1通とするため、通信費は 2 名で 1,500 円（年間）とします。 

＝ 賛助会員募集のお知らせ ＝ 
県内に 1,000 を超えるＮＰＯ法人の多くは、会員の会費を 1 万円以上とし、活動の財源を賄っているのが現状で

す。ＮＰＯフォーラムでは、会員の皆様にはガイド活動など得意な分野での活動を通じて、地域づくりに貢献していた

だくことを趣旨に、一般会員の会費を無料としています。ただ、活動資金を支援していただける方には、個人・法人

を問わず、１口１万円の賛助会員の制度も設けており、現在、一般会員167名、賛助会員8名がＮＰＯフォーラム

の登録をしています。  ＮＰＯ活動は、社会貢献を趣旨とした組織の性質上、潤沢な事業費を生み出すことは困

難であり、現在、ガイド料や書籍販売などの事業活動を通して得ている事業収入だけでは、まったく活動費や人

件費が賄いきれないのが実情です。  もし、会員の皆様のご周辺に、私たちのＮＰＯ活動資金の面でご支援ご

協力をいただける方がおりましたら、是非、賛助会員のご案内をお願いいただけると助かります。 ＮＰＯの支援者と

なる賛助会員数が多数にのぼる団体は、寄付金控除の特例措置のある「認定ＮＰＯ」となる可能性があります。Ｎ

ＰＯのパンフレットと会員募集のご案内を同封させていただきますので、ご参照ください。 

＝ イオングループ（ジャスコ）の黄色いレシート ＝ 

ジャスコ館山店では毎月１１日のイオン･デーには、店内にボランティア団体などの名前が書かれた投函ＢＯＸが

設置されます。この日はレジ精算時に「黄色いレシート」がでますので、応援したい団体のＢＯＸへ投函すると、1 年

間のレシート合計金額の１％が、その団体に現物で商品が寄贈される仕組みとなっています。 私たち「ＮＰＯ法人

南房総文化財・戦跡保存活用フォーラム」の投函ＢＯＸも設置されています。是非、多くの方々のご支援を願って

います。できましたらご家族ご友人にご協力の依頼を広げていただけると幸いです。よろしくお願いいたします。 

 

◎ ガイド予定表 ◎   ★印欄はスタッフを募集中です。ご都合のいい方はご連絡をお願いいたします。 

3/9（木） 大網白里町房総の会 20 ＡＭ:座学･赤山/PM:かにた 飯塚・池田・（嶋田さ） 

3/12（日） 東金ユネスコ協会 30 ＡＭ:座学/PM:基本・かにた 小沢 ★ 

3/13（月） ｴｰｽﾄﾗﾍﾞﾙ:長田ﾌｧﾐﾘｰ 55 13:10～15:00 赤山＋α 佐藤② 

3/14（火） 千葉消費者団体連絡 20 ＡＭ:座学/PM:基本 ★ 

3/15～16 JR 東労組ﾋｭｰﾏﾝ研修 55 PM:大房･講演/AM:基本･かにた 鈴木政･蓮沼･林/鈴木政･佐藤･林★ 

3/18（土） 神奈川労連女性部 20 ＡＭ:座学/PM:基本 ★  

3/18～19 季刊誌『ちば』 8 PM:座学･かにた･基本AM:大巌院･稲村城 ★ 

3/22～23 東金商工会議所 8 PM:座学･基本 AM: 検討中 ★ 

3/28（火） 田園調布学園教員  ＡＭ:座学/PM:基本・かにた 小沢・石川 

3/29～30 東京都退職連絡会 40 PM:基本･講演/AM：かにた 小沢・石川 ★ 
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◎該当欄にチェックと記入をお願いします。 
□ NPO通信費（□個人 1,000円、□夫婦 1,500円）×    年度分 
□ NPO賛助会員 （１口 10,000円）×    口 
□ 寄付       円 
□ 書籍購入代 
  □ 『あわがいど①戦争遺跡』×    冊 
  □ 『あわがいど②房総里見氏』×    冊 
   □ 『足もとの地域から世界を見る』×    冊 
   □ 『太平洋にかかる橋』×    冊 
   □ 送料      円 
□ その他 


